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に対して促進の効果を示したが，一般的には単眼弁別原

訓練の習得水準に依存してこれらの効果が現われる。

５)左右各眼で同一の鏡像弁別を併行して訓練した場合，

多くの日数を要したが，結局は習得され，従って効果の

矯正が可能であるなどの点が明にされた。

著者はこれらの結果を解釈する上に伝達経路の解剖学

的構造に加えてＩ部で想定された使用眼が弁別刺激とな

るという機能的側面の仮説に基いた見解を述べている。

即ち，使用眼に受容される刺激は被験体の正中線に対し

て外側或は内側として捉えられ使用眼が変ることでこれ

が逆転し，通常の状態ではこれを補正し得ない結果，鏡

像逆転効果を生じる。しかし特定条件下の訓練によって

補正されることから，この効果が単に解剖学的構造によ

るものでなく機能的側面をもつことも主張されている。

著者の両眼間転移，鏡像逆転効果に関する主張を再求

心性興暫の模型に結合して完全に実証するためにはさら

に広範囲の条件分析と実験的研究が要請されるとはい

え，この主張の下で行われたＩ部の実験的研究は，条件

性弁別下の外的刺激布置と使l1ll1ljlとの機能的関連を明に

し，現象としての鏡像逆転効果の解明にも多くの示唆を

与えている。また，Ⅱ部で行われた実験的分析は鏡像逆

転効果の特徴を組織的に明確にし，新しい事実をも示し

て斯方面の今後の研究に多くの寄与をなしている。

著者は本論文によって文学博士の学位を授与されるに

価するものとふなきれる。
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〔論文審査の要旨〕

著者は，本iii文においてまず，江戸時代から[ﾘ]治時代

に及ぶ裁縫教育が，理念・教材内容・指導法等の諸側面

で遂げえた個別的・総体的発達過程について詳細な調査

を行い，その実態の究明に力を注いでいる。次いで，か

かる裁縫教育の発達が，女子教育史上，すなわち女子を

してその特性を活かしつつ真の「人間」にまで成長を遂

げしめる過程のなかで，果たしえた役割ないし意義に関

する史的考察を試みている。それゆえ本論文は「裁縫教

育の発達過程を踏まえた女子の人間形成に関する史的研

究」とも称せられるべきものである。

如上の本論文に承られる研究内容および方法につい

て，特筆に値すると思われる諸点を以下に摘記する。

第一は，豊爾な記録・文:僻文献類を取り上げ，その

一つ一つに資料としての価値吟味を施した上で，系統的

に整理・整序し，本論文のテーマとするところに役立て

ようとしている点である。特に『裁物秘伝抄』（氏孝著，

元禄三年刊）をはじめとする近世の数多い裁縫書，往来

物，また『小学孜縫』（五木一箸，明治七年官許）など

三十七種に達する近代学校11]の裁縫教科・書教授留を取

り上げ，それぞれの作者の編集意図・方針，技術習得に

必須として採録している諸教材とその組み立て等につい

て，きめの細い,凋査・検討を加えているところに，この

特徴を指摘できる。わけてもこれら諸文献に収録されて

いる多数の裁方図に精繊な分析を施し，ここから各作者

の教育理念や指導法上の配慮を読象とろうとする研究作

業は，これまでの教育史研究では，絶えて行われなかっ

た新しい試承として注目にＩｌｉ[する。（第一編第二・三章

第二編第六章）

特躯の第二は．研究の対･象を，江戸一東京のごとき大

都市に限らず長野県はじめ広汎な諸地域にまで，また国

公立の学校にとどまらず寺小屋・私塾・私設の初等・中

等学校にまで拡大して研究成果の充実をもとめている点

である。特に幕末から明治初年にかけての塾や女紅場等

の私的教育施設についての研究は，従来の教育史研究に

おいて閑却に付されがちだった分野であり，ましてここ
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発達を期するという教育理念や実践が没却されがちとな

った事実を指摘する。こうして近代の裁縫教育は一種の

技術教育として発展したわけである。

裁縫教育の歴史的意義およびその変遷についてのこう

した観点からの研究の意義は大きい。裁縫教育を技術教

育として見る研究に限っては，従来にも見るぺき研究業

績が公表されている。また女子教育史の研究に関しても

然りである。しかし著者は，飽くまでも裁縫教育を人間

教育の立場からとらえようとする。このような立場から

裁縫教育と女子教育との内面的なかかわりを深く追究し

たのは本論文をもって噴矢とするといってよい。

最後に，前項とも関連するが，著者が家族構成・家庭

生活での女性の地位・任務・仕事の内容に承られる史的

助向に注意深い眼を配りつつ裁縫教育史の把握に努めて

いる点を挙げねばならない。このために，本論文は，家

政学における家庭経営学的観点の重要性を歴史において

指摘しつつ検証しようとする側面も併せもつこととなっ

ており，一々例証の煩は避Iナるが，この面での成果も相

当に挙がっているものと目される。この意味では，本論

文は教育学・教育史学の研究に対しての承でなく，家政

学・家政史学の研究に対しても寄与するところが大であ

ると考えられる。（第一編第一・四章，第二編第一・七章）

以上が審査の結果であるが，この結果によって，本研

究は学位請求に十分に値するものと考える。

で実践された裁縫教育の研究は，「全く」といってよい

ほどに放置されてきた。本論文は，ここに研究史上で荒

蕪の地に貴重な一鍬を入れたものと評価できよう。（第

一編第四章，第二編第一章）

第三に，裁縫を女子教育史全般の流れに位置付け，そ

の役割と意義とを明確にしている点を指摘できる。

著者によれば，江戸時代は今日にいう「和服・和装」

の完成期であり》これに伴なう裁縫教育が近世的家族制

下の家庭生活に－つのパターンとなって定着を承た時期

である。教材や指導法に一定の型が形成されたの染でな

く，厳しい家族制度に制約を受けつつも，裁縫教育に，

実技の習得を中核としつつ広く徳性や情操の育成をも含

ませる総合学習を期待し，女子を真の「人間」にまで成

長させる契機たらしめようとする指導理念が，普及して

一般化するに至ったのである。

明治時代に入り，欧米先進諸国にならう近代諸学校の

成立・発達に伴ない，また反面，家庭教育の機能が低下

ないし縮少するに及んで，裁縫は次第に「教科」の一つ

として学校教育のうちに組承込まれるに至った。かくて

裁縫は，近代女子教育にふさわしく，学習内容にも指導

法にも，施設設備にも著しい改良が加えられて，江戸時

代に比し格段の進歩を遂げえた。

しかし同時に，著者はこの裁縫について，実技の習得

にのゑ特徴をしぼり込む教科に指定されたいという事情

のため，前時代に見られた裁ち縫いを通して人間の全面


